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一
方
で
、
水
力
が
ほ
ぼ
1
0
0
%
の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
や
、
主
に
原
子
力
と
水
力
で
賄
っ
て

い
る
ス
イ
ス
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ラ
ン
ス

は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
と
て
も
少
な

い
の
で
す
。
つ
ま
り
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
し
、

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
に
は
、
原
子
力
と
水
力

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
今
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、

「
再
エ
ネ
」）
が
も
て
は
や
さ
れ
て
、
た
く

さ
ん
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電

の
設
備
容
量
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
1

位
が
中
国
で
2
5
4
GW
。
2
位
が
米
国
で

74 

GW
、
そ
し
て
日
本
が
3
位
で
67 

GW
で
す
。

国
土
面
積
あ
た
り
で
見
る
と
、
日
本
は
1

㎢
あ
た
り
1
7
7
kW
で
、
世
界
で
も
断
ト

ツ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
密
度
で
す
。
こ
れ
以

上
平
地
に
作
れ
な
い
か
ら
、
山
の
斜
面
を

削
っ
て
作
ろ
う
と
い
う
話
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、

日
本
は
1
kWh
当
た
り
5
3
4
g
で
、
削
減

対
策
を
何
も
や
っ
て
い
な
い
ロ
シ
ア
や
中

国
と
1
〜
2
割
程
度
し
か
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
は
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に
再
エ

ネ
賦
課
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
膨
大
な

お
金
で
、
最
終
的
に
は
90
兆
円
く
ら
い
支

払
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
で
も
二
酸
化
炭
素
は
少
し
し
か
減
ら

な
い
の
で
す

　
今
年
2
月
、
西
町
長
が
中
国
電
力
に
対

し
、
新
た
な
地
域
振
興
策
を
真
剣
に
考
え

る
よ
う
要
請
し
た
こ
と
を
受
け
、8
月
2
日
、

中
国
電
力
は
上
関
地
点
に
お
い
て
使
用
済

燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
係
る
調

査
・
検
討
を
し
た
い
旨
を
回
答
し
ま
し
た
。

　
私
ど
も
上
関
町
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議

会
は
、
上
関
原
子
力
発
電
所
の
立
地
を
契

機
と
し
た
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
40
年
近

く
行
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
、
上

関
原
子
力
発
電
所
の
準
備
工
事
は
一
時
中

断
し
て
お
り
、
先
行
き
は
い
ま
だ
見
通
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
間
に
も

上
関
町
の
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
産
業
の

低
迷
な
ど
が
続
い
て
お
り
、
10
年
後
の
上

関
町
は
ど
う
な
る
の
か
と
不
安
は
募
る
一

方
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
当
会
と
し
ま
し
て
は
、
中
国
電
力
の
提

案
を
受
け
た
西
町
長
に
対
し
、
8
月
10
日
、

上
関
町
民
の
安
全
安
心
が
担
保
さ
れ
る
こ

と
を
大
前
提
に
、
上
関
町
の
地
域
振
興
に

繋
が
る
施
策
な
の
で
あ
れ
ば
、
中
間
貯
蔵

施
設
の
設
置
を
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
、
町
内
の
推
進
団
体
と

の
連
名
で
西
町
長
に
対
し
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
8
月
18
日
、
西
町

長
は
本
調
査
・
検
討
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
中
間
貯
蔵
施
設
は
、
我
々
が
こ
れ
ま

で
勉
強
し
て
き
た
原
子
力
発
電
所
と
は

異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
間

貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

た
め
、
10
月
29
日
に
は
、
上
関
町
青
壮

年
連
絡
協
議
会
主
催
の
”エ
ネ
ル
ギ
ー

講
演
会
“を
実
施
し
ま
し
た
。

　　
今
、
我
々
上
関
町
民
が
行
う
べ
き
こ

と
は
、
上
関
町
の
未
来
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
判
断
を
す
べ
き
か
、
正
し
い
情

報
を
基
に
冷
静
に
議
論
す
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
我
々
一
人
一
人
が
、

正
し
い
理
解
の
も
と
で
中
間
貯
蔵
施
設

に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
上
関
町
の
将
来

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
当
会
と
し
て
も
、
今
後
も
情
報
発
信

等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
10
月
29
日
、上
関
町
青
壮
年
連
絡
協
議
会
主
催
の
"エ

ネ
ル
ギ
ー
講
演
会
“が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
東
京
工
業
大
学
特
任
教
授
の
奈
良
林
直
氏
で
原
子

炉
工
学
が
ご
専
門
で
す
。
講
演
で
は
、
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
や
原
子
力
の

必
要
性
、
そ
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

は
講
演
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。
　
　（
要
旨
：
文
責
　
編
集
部
）
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【
2
0
2
2
年
12
月
】

　
上
関
町
12
月
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
あ
っ
た
、

上
関
原
子
力
計
画
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

西
町
長
が
中
国
電
力
に
問
い
合
わ
せ
。

【
2
0
2
3
年
2
月
】

　
中
国
電
力
か
ら
西
町
長
に
対
し
、
上
関
原
子
力

計
画
の
見
通
し
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
難
し
い
旨

の
回
答
。
そ
れ
を
受
け
、
西
町
長
は
「
上
関
原
子

力
の
建
設
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、
町
は
待
っ

た
な
し
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
新
た
な
地

域
振
興
策
に
つ
な
が
る
施
策
を
真
剣
に
考
え
て
ほ

し
い
」
と
中
国
電
力
に
要
請
。

【
2
0
2
3
年
8
月
2
日
】

　
中
国
電
力
は
西
町
長
の
要
請
を
踏
ま
え
、
上
関

町
大
字
長
島
の
所
有
地
内
に
お
い
て
使
用
済
燃
料

中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
係
る
検
討
を
進
め
る
こ

と
と
し
、
立
地
可
能
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
計

画
の
検
討
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
た
い
旨
、
西
町
長
に
回
答
。

【
2
0
2
3
年
8
月
10
日
】

　
漁
業
振
興
問
題
連
絡
協
議
会
、
上
関
町
ま
ち

づ
く
り
連
絡
協
議
会
、
上
関
町
商
工
会
、
上
関
町

商
工
事
業
協
同
組
合
の
4
団
体
が
、
西
町
長
と

岩
木
議
長
に
対
し
、
中
国
電
力
が
提
案
し
た
使

用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
設
置
に
係
る
調
査
・

検
討
に
つ
い
て
、
前
向
き
な
議
論
を
進
め
る
よ

う
要
望
書
を
提
出
。

【
2
0
2
3
年
8
月
18
日
】

　
西
町
長
か
ら
中
国
電
力
に
対
し
、
使
用
済
燃

料
中
間
貯
蔵
施
設
設
置
に
係
る
調
査
・
検
討
を

受
け
入
れ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
調
査
・

検
討
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
４
項
目
を
要
請
。

（
１
）
調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
事
故
の
な

　
い
よ
う
安
全
に
留
意
し
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と

（
2
）
町
民
に
対
し
、
戸
別
訪
問
等
に
よ
り
引
き

　
続
き
丁
寧
な
情
報
提
供
等
を
行
い
、
先
進
地

　
の
視
察
研
修
の
実
施
を
検
討
す
る
こ
と

（
3
）
具
体
的
な
計
画
が
策
定
出
来
た
ら
、
町
民
に

　
対
し
、
住
民
説
明
会
な
ど
に
よ
り
丁
寧
に
分
か

　
り
や
す
く
、
し
っ
か
り
と
説
明
す
る
こ
と

（
4
）
周
辺
市
町
に
対
し
て
も
、
適
時
適
切
に
情

　
報
提
供
等
を
行
う
こ
と

中
間
貯
蔵
施
設 

調
査
・
検
討
ま
で
の
経
緯

（※）1GW＝1,000MW＝1,000,000kW

中間貯蔵施設をもっとよく知ろう!

上
関
町
に
お
け
る
中
間
貯
蔵
施
設

　

設
置
に
係
る
調
査
・
検
討
に
つ
い
て

～正しい知識を深めていこう～再
エ
ネ
は
不
安
定
で
高
コ
ス
ト

水
力
と
原
子
力
が
一
番
効
果
的

水
力
と
原
子
力
が
一
番
効
果
的

1
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核燃料サイクルと使用済燃料

原子力発電所敷地内での
使用済燃料の乾式貯蔵施設

中間貯蔵施設

青森県の中間貯蔵
施設での使用済
燃料の乾式貯蔵

原子力発電所の
使用済燃料
①プールで冷却
②乾式貯蔵
③青森県で
　乾式貯蔵
④再処理
⑤高レベル
　放射性廃棄物
　の地層処分

使用済燃料の再利用と高レベル廃棄物（ゴミ）

　
ド
イ
ツ
は
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

水
力
を
全
部
入
れ
て
、
再
エ
ネ
が
40
%
を
超

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
日
本
も
38
%
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
が
、
40
%
を
超
え
て
も
二
酸

化
炭
素
の
削
減
効
果
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
削
減
効
果
が
少
な
い
か
と
い
う
と
、
日

本
の
場
合
、
太
陽
光
は
設
備
利
用
率
が
13
%

し
か
な
く
、
日
が
照
っ
て
い
な
い
時
間
や
曇

り
の
日
は
、
火
力
発
電
な
ど
で
調
整
す
る
必

要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
　

　
日
本
の
電
源
を
仮
に
1
0
0
%
太
陽
光

で
賄
う
た
め
に
は
、
設
備
利
用
率
13
%
で
計

算
す
る
と
現
在
の
約
7
・
7
倍
の
パ
ネ
ル

が
必
要
で
、
そ
の
分
、
送
電
線
を
増
強
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
電
し
な
い
時

間
帯
に
電
気
を
供
給
す
る
に
は
、
バ
ッ
テ
リ

ー
や
火
力
発
電
を
い
つ
も
待
機
状
態
に
し

て
お
く
こ
と
な
ど
が
必
要
で
、
そ
の
整
備
の

た
め
に
軽
く
1
0
0
0
兆
円
か
か
る
と
試

算
で
き
ま
す
。
日
本
の
国
家
予
算
は
年
間

1
0
0
兆
円
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
全
て
太
陽

光
パ
ネ
ル
に
つ
ぎ
込
ん
で
も
、
10
年
か
か
る

と
い
う
こ
と
で
1
0
0
%
太
陽
光
と
い
う

の
は
あ
り
得
な
い
わ
け
で
す
。

　
日
本
は
2
0
1
1
年
以
降
、
原
子
力
は
ほ

と
ん
ど
ゼ
ロ
に
な
っ
て
、石
炭
火
力
や
L
N
G

が
増
え
ま
し
た
が
、
燃
料
の
価
格
が
高
騰
し
、

先
進
国
の
中
で
も
電
気
代
が
高
い
国
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
原
子
力
を
止
め
た
こ
と

に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
増
え

て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
高
い
電
気
代
で
何
が
起
き
た
か
を

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
2
0
1
0
年
、
日
本
製
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
世
界
シ
ェ
ア
は
87
%
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

電
気
代
の
高
騰
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
値
段

が
高
く
な
り
、
中
国
製
に
勝
て
な
く
な
り
、

2
0
2
2
年
度
に
は
つ
い
に
0
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
か
つ
て
「
鉄
は
国
家
な
り
」

と
言
っ
て
世
界
最
大
の
粗
鋼
生
産
量
を
誇

っ
て
い
た
日
本
も
、
今
は
、
中
国
に
そ
の
座

を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
G
D
P
も
世
界
3
位

だ
っ
た
も
の
が
、
先
週
の
報
道
で
ド
イ
ツ
に

抜
か
れ
て
4
位
に
順
位
を
落
と
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
電
気
代
が
高
い
こ
と
に
よ
っ

て
国
の
経
済
は
危
う
く
な
り
、
日
本
は
貧
乏

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
で
は
原
子
力
が
稼
働
せ
ず
、
再
エ

ネ
の
拡
大
に
よ
る
電
力
需
給
逼
迫
が
起
き

て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
1
月
に
は
寒
波

の
影
響
に
よ
り
、
各
電
力
管
内
で
電
気
の

使
用
量
が
99
%
近
く
に
な
り
、
大
停
電
直

前
ま
で
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
2
2

年
3
月
に
は
、
福
島
県
沖
地
震
の
発
生
と

寒
波
の
影
響
で
、
首
都
圏
が
停
電
し
ま

し
た
。

　

曇
天
無
風
で
寒
波
が
来
る
と
、
再
エ
ネ

は
発
電
で
き
ま
せ
ん
。
東
京
都
は
太
陽
光

の
比
率
が
39
%
で
、
こ
れ
は
原
子
力
17
〜

18
基
分
に
相
当
し
ま
す
。
だ
か
ら
曇
天
無

風
だ
と
す
ぐ
に
電
力
が
逼
迫
し
て
し
ま
う

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
ま
だ
再
処
理
工
場
は
動
い
て

い
ま
せ
ん
。
新
規
制
基
準
に
よ
っ
て
、
テ

ロ
リ
ス
ト
の
侵
入
防
止
、
地
震
・
津
波
に

よ
る
損
傷
防
止
、
火
災
な
ど
に
よ
る
損
傷

の
防
止
な
ど
、
様
々
な
基
準
が
作
ら
れ
た

の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
安
全
対
策
工
事
を

進
め
て
い
る
た
め
、
営
業
運
転
が
遅
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

再
処
理
工
場
で
は
、
使
用
済
燃
料
の
再

処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
よ
う
に
、
97
%
は
再
利
用
で
き
る
ウ
ラ

ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
し
て
、
再
利
用
で

き
な
い
3
%
の
廃
液
、
す
な
わ
ち
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
を
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
と
い

う
も
の
に
し
ま
す
。
こ
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
は
、

地
層
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
青
森
県
の
再
処
理
工
場
に
も
使
用
済
燃

料
を
受
け
入
れ
る
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、い

っ
ぱ
い
に
な
る
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
工

場
に
送
る
ま
で
の
間
、
安
全
に
保
管
す
る
た

め
の
施
設
を
、
発
電
所
の
敷
地
内
や
敷
地
外

に
作
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
今
日
の
本
題
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
再
処
理
、
中
間
貯
蔵
の

話
に
入
り
ま
す
。

　
原
子
力
発
電
所
は
燃
料
を
原
子
炉
に
入

れ
て
燃
焼
さ
せ
ま
す
。
燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン

2
3
5
に
中
性
子
を
当
て
る
と
核
分
裂
を

し
ま
す
。
そ
の
時
に
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発

電
に
使
い
ま
す
。
新
し
い
燃
料
の
中
に
は
ウ

ラ
ン
2
3
5
が
3
%
、
核
分
裂
反
応
を
し
な

い
ウ
ラ
ン
2
3
8
が
97
%
入
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
原
子
炉
の
中
に
入
れ
て
4
年
く

ら
い
燃
や
す
と
、
1
0
0
0
㎏
中
30
㎏
、
約

3
%
の
核
分
裂
生
成
物
な
ど
が
発
生
し
ま

す
。
こ
れ
を
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
い

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
除
い
た
残
り
の
97
%
は

再
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
97
%
が
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
量
を
3
%
に
減
ら
せ
る
の
で
す
。

1
0
0
0
㎏
を
30
㎏
に
減
ら
せ
る
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
表
し
た
図

で
す
。
原
子
力
発
電
所
で
使
い
終
え
た
使

用
済
燃
料
を
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場
に

持
っ
て
い
き
、
再
処
理
を
行
う
工
程
を
表

し
て
い
ま
す
。

非
現
実
的
な
太
陽
光
発
電

非
現
実
的
な
太
陽
光
発
電

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
再
処
理
、中
間
貯
蔵

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
再
処
理
、中
間
貯
蔵

電
気
代
高
騰
と
日
本
経
済

電
気
代
高
騰
と
日
本
経
済

原
子
力
停
止
、
再
エ
ネ
拡
大
に

よ
る
電
力
需
給
逼
迫

原
子
力
停
止
、
再
エ
ネ
拡
大
に

よ
る
電
力
需
給
逼
迫

上関未来通信
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乾式キャスク（ドライキャスク）の構造と機能

電気事業連合会HPより

乾式キャスクの堅牢さの確認試験

http://www.fepc.or.jp/sp/chozo/
電気事業連合会HPの動画より

使用済燃料の貯蔵方式（水冷・空冷）

電気事業連合会HPより

水冷 空冷

で
は
8
0
0
℃
で
30
分
の
環
境
に
置
か
れ

て
も
破
損
や
異
常
が
な
い
こ
と
。
15
m
の

水
中
に
8
時
間
、
2
0
0
m
の
水
中
に
1

時
間
沈
ん
で
い
て
も
密
閉
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
キ
ャ
ス
ク
の
容
器
の
上
蓋
は
二
重
に
な

っ
て
お
り
、
胴
体
は
鋼
鉄
で
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。
二
重
の
下
の
蓋
は
ボ
ル
ト
で
全
部
閉
め

て
、
そ
の
上
に
上
蓋
を
乗
せ
、
2
つ
の
蓋
の

間
を
真
空
に
し
、
圧
力
を
圧
力
計
で
監
視
す

る
こ
と
で
キ
ャ
ス
ク
が
健
全
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
り
、
放
射
性
物
質
が
外
へ

漏
れ
る
の
を
防
止
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ス
ク
の
胴
体
は
ガ
ン
マ
線
遮

蔽
層
と
中
性
子
線
遮
蔽
層
で
構
成
さ
れ
、
使

用
済
燃
料
か
ら
発
生
す
る
放
射
線
を
遮
蔽

し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
中
性

子
を
吸
収
す
る
金
属
製
の
仕
切
り
板
で
使

用
済
燃
料
を
仕
切
り
、
核
分
裂
の
連
鎖
反

応
、
つ
ま
り
臨
界
を
防
ぐ
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
キ
ャ
ス
ク
内
部
に
あ
る
使
用
済
燃
料
か

ら
発
生
す
る
熱
は
、
電
熱
フ
ィ
ン
に
よ
り
外

側
に
伝
え
、
大
気
中
に
熱
を
放
出
し
ま
す
。

　

使
用
済
燃
料
の
管
理
方
法
で
す
が
、
最

初
は
発
熱
が
大
き
い
の
で
水
が
入
っ
た
プ

ー
ル
の
中
に
入
れ
て
冷
や
し
ま
す
（
湿
式

貯
蔵
）。
そ
の
後
、
発
熱
が
少
な
く
な
れ
ば
、

空
冷
で
冷
や
し
ま
す
（
乾
式
貯
蔵
）。

　

乾
式
貯
蔵
で
は
キ
ャ
ス
ク
と
呼
ば
れ
る

容
器
を
使
用
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ス
ク
は
厳
し
い
テ
ス
ト
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
た
規
格
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
落
下
試
験
で
は
、
9
m
の
高
さ
か

ら
落
と
し
て
壊
れ
な
い
こ
と
。
耐
火
試
験

　

こ
の
よ
う
に
、
高
い
安
全
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
日
本
の
場
合
は
新

規
制
基
準
に
従
っ
て
設
置
す
る
の
で
、
津

波
へ
の
対
応
や
、
地
震
で
も
倒
れ
な
い
よ

う
に
対
策
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
で
施
設
が

つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
乾
式
貯
蔵
方
式
は
海
外
で
も
実
績

が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
屋
外
保
管
し
て

い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
国
内
の
事
例
と

し
て
は
日
本
原
電
の
東
海
第
二
発
電
所
が

代
表
的
で
す
。
施
設
内
に
キ
ャ
ス
ク
が
並

べ
ら
れ
、
乾
式
貯
蔵
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
気
を
使
わ
な
い
で
、
自
然
対
流
で
空

気
を
入
れ
替
え
て
冷
却
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
キ
ャ
ス
ク
を
触
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
温
か
い

く
ら
い
で
す
。

　

キ
ャ
ス
ク
は
巨
大
な
た
め
、
重
装
備
の

ト
レ
ー
ラ
ー
に
積
ん
で
港
ま
で
持
っ
て
い

き
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
ま
で
船
で
運
ぶ
と

い
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
空
冷
の
中
間
貯
蔵
は
非

常
に
安
全
性
が
高
く
、
国
内
外
で
実
績
が

あ
る
方
式
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
く

だ
さ
い
。

（
Q
）
先
生
は
「
キ
ャ
ス
ク
を
触
る
と
温
か

か
っ
た
」。
一
方
で
、「
放
射
線
は
遮
蔽
さ

れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

若
干
で
も
放
射
線
が
出
て
い
る
か
ら
温
か

い
の
で
は
な
い
で
す
か
?

（
奈
良
林
）
放
射
線
の
遮
蔽
と
熱
を
出
す

と
い
う
2
つ
の
仕
組
み
を
混
同
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
放
射
線
は
遮
蔽
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
鋼
鉄
製
の
容

器
で
ガ
ン
マ
線
を
遮
蔽
し
て
、
そ
の
後
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
樹
脂
で
中
性
子
を
遮

蔽
し
ま
す
。

　
一
方
、「
温
か
い
」
と
い
う
の
は
、
出
て

く
る
の
が
放
射
線
で
は
な
く
て
使
用
済
燃

料
か
ら
出
る
熱
な
ん
で
す
。
熱
は
電
熱
フ

ィ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
キ
ャ
ス
ク
表
面
に

伝
え
、
外
気
で
冷
却
し
ま
す
。
で
す
か
ら

キ
ャ
ス
ク
の
役
割
は
2
つ
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
放
射
線
は
き
ち
っ
と
遮
蔽
し
て
、

熱
は
外
へ
出
る
よ
う
な
構
造
に
し
て
あ
る

の
で
す
。

（
Q
）
上
関
町
に
持
っ
て
き
た
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
は
最
終
的
に
六
ヶ
所
村
に

持
っ
て
行
け
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

（
奈
良
林
）
例
え
ば
島
根
の
発
電
所
2
号

機
の
燃
料
を
持
っ
て
き
た
と
し
ま
す
。
こ

れ
は
燃
料
の
形
そ
の
も
の
で
す
の
で
、
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場
が
動
き

出
し
た
ら
、
ま
ず
、
再
処
理
工
場
に
あ
る

使
用
済
燃
料
が
再
処
理
さ
れ
、
順
次
、
発

電
所
構
内
や
各
所
に
あ
る
使
用
済
燃
料
を

六
ヶ
所
村
に
運
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
決

し
て
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
が
上
関
町

に
来
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
Q
）
中
間
貯
蔵
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
は
不
安
で
、
次
世
代
へ
の
心
配
も
あ
り

ま
す
。
安
心
感
が
担
保
さ
れ
る
に
は
、
ど

う
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

（
奈
良
林
）
私
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
は
極
め

て
安
全
性
の
高
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
次
世
代
に
向
け
て
は
、
地
球

温
暖
化
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
、
私
は
原

子
力
発
電
と
水
力
発
電
を
活
用
す
る
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
原
子
力
は
、
福
島
の
事
故
以
降
、
様
々

な
安
全
対
策
が
取
ら
れ
、
ま
た
、
安
全
性

を
高
め
た
次
世
代
炉
の
開
発
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
漠
然
と
し
た
不
安
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
処
理
水
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

5
年
か
け
て
理
解
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
国
際
原
子
力
機
関
や
日
本
の
原
子
力

規
制
委
員
会
が
審
査
し
た
り
、
そ
の
様
子

を
す
べ
て
公
開
し
た
こ
と
で
、
風
評
被
害

は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
実
際
に
キ
ャ
ス
ク
を
見
ら
れ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。

 

・
地
球
環
境
保
全
の
た
め
に
は
原
子
力
発

　
電
が
必
要

 

・
太
陽
光
や
風
力
な
ど
、
出
力
が
不
安
定

　
な
再
エ
ネ
は
火
力
発
電
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

　
プ
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
再
エ
ネ

　
を
増
や
し
て
も
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は

　
減
ら
な
い
。

 

・
原
子
力
再
稼
働
遅
延
に
よ
る
ツ
ケ
は
国

　
民
が
電
気
代
で
負
担
し
て
い
る
。

 

・
使
用
済
燃
料
の
空
冷
方
式
の
乾
式
貯
蔵

　
施
設
は
、
保
管
の
安
全
性
を
高
め
る
も

　
の
で
あ
り
、
欧
米
や
、
国
内
で
も
用
い

　
ら
れ
実
績
も
あ
る
。

乾
式
貯
蔵
の
安
全
性

乾
式
貯
蔵
の
安
全
性

【
質
疑
応
答
】

【
講
演
会
ま
と
め
】
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キャスクに直接触れて
　安全性を確認

東海第二発電所担当者との意見交換

4
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施設の前で記念撮影

●
今
回
の
講
演
で
、
原
子
力
発
電
の
重
要

性
は
も
と
よ
り
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
必
要

性
や
安
全
性
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
講
演
を
聞
か
れ
た
ほ
と

ん
ど
の
人
が
、
そ
う
思
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。●
中
で
も
、
あ
る
男
性
が
「
私
は
高
齢

だ
が
、
中
間
貯
蔵
施
設
が
来
る
こ
と
で
、
子

や
孫
、
ひ
孫
た
ち
へ
の
影
響
が
心
配
だ
」
と

質
問
が
あ
り
、
奈
良
林
先
生
は
そ
の
質
問

に
対
し
、「
中
間
貯
蔵
施
設
は
、
極
め
て
安

全
性
の
高
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
大
事

な
こ
と
は
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
ず
に
子
ど

も
や
孫
の
時
代
、
未
来
に
向
け
て
地
球
を

存
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
地
球
温
暖
化

を
防
ぐ
に
は
原
子
力
と
水
力
が
最
適
な
解

で
あ
る
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉

が
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。●
原
子
力
発
電
は
、

上
関
町
だ
け
で
な
く
日
本
中
の
子
ど
も
た

ち
の
未
来
に
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、一
人
ひ
と
り
が
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。（
Ｋ
）

原
子
力
発
電
は
、資
源
の
少
な
い
わ

が
国
に
お
い
て
、私
た
ち
の
生
活
を

支
え
る
大
切
な
電
源
の
一
つ
で
あ

り
、上
関
原
子
力
発
電
所
は
、地
球

温
暖
化
防
止
お
よ
び
電
力
の
安
定

供
給
な
ど
の
観
点
に
加
え
、豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
重

要
な
電
源
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、町

民
一
人
ひ
と
り
が
町
の
将
来
を
考

え
、力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
原
子
力
の
日
」
街
宣
内
容

各
地
に
設
置
し
た
幟（
上
）

特
産
物
セ
ン
タ
ー
前
の
街
宣
車
（
中
）

道
の
駅
の
前
の
街
宣
車
（
下
）

　
10 
月
26
日
は
『
原
子
力
の
日
』
で
す
。
町
連
協
で

は
、
こ
の
日
の
前
後
に
「
上
関
原
電
と
と
も
に
夢

の
あ
る
未
来
へ
」
と
い
う
私
た
ち
の
想
い
が
書
か

れ
た
幟
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
当
日
は
街
宣
車

に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

原
子
力
の
日
に
ア
ピ
ー
ル

原
子
力
の
日
に
ア
ピ
ー
ル

　
９
月
28
日
、
上
関
町
商
工
会
と
上

関
町
商
工
事
業
協
同
組
合
の
役
員
９
名

で
、茨
城
県
の
日
本
原
子
力
発
電
（
株
）

東
海
第
二
発
電
所
の
使
用
済
燃
料
乾
式

貯
蔵
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
日
本
原
子
力
発
電
（
株
）
の

担
当
者
か
ら
、
東
海
第
二
発
電
所
の
安

全
性
向
上
対
策
工
事
の
状
況
や
、
敷
地

内
に
あ
る
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、構
内
を
バ
ス
で
移
動
し
、

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
の
建
屋
内

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
海
第
二
発
電
所
で
は
、
同
発
電
所

の
構
内
に
、
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る

乾
式
貯
蔵
施
設
が
設
置
さ
れ
、
2
0
0
1

年
か
ら
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。
使

用
済
燃
料
が
入
っ

た
キ
ャ
ス
ク
は
、

高
さ
約
5
・
7
m
、

外
径
約
2
・
4
ｍ
で
、

施
設
内
に
24
基（
使

用
済
燃
料
1
4
6
4
体
分
、
約
2
5
0
ト

ン
・
ウ
ラ
ン
）
分
の
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
。
現
在
は
、

15
基
の
キ
ャ
ス
ク
に
計
9
1
5
体
の
使
用

済
燃
料
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
乾
式
貯

蔵
施
設
建
屋
内
で
は
、
キ
ャ
ス
ク
の
保
管

状
況
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ

の
後
、
キ
ャ
ス
ク
の
間
近
ま
で
近
づ
き
、

直
接
素
手
で
触
れ
る
こ
と
で
、
参
加
者
一

同
、
施
設
の
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

視
察
後
の
意
見
交
換
で
は
、
2
0
1
1

年
東
日
本
大
震
災
時
に
も
、
キ
ャ
ス
ク
本

体
も
土
台
も
全
く
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と

や
、
乾
式
貯
蔵
施
設
で
働
く
社
員
の
1
年

間
の
線
量
は
、
原
子
力
発
電
所
と
同
程
度

の
0
・
0
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
で
身

体
へ
の
影
響
は
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
聞

く
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
一
同
、
施
設
の

安
全
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

上
関
町
商
工
会

濵
田 

憲
昭

上
関
町
商
工
事
業
協
同
組
合

守
友 

誠

上
関
町
商
工
会松

原 

聖
　
中
に
入
る
の
に

防
護
服
を
着
る
こ

と
も
な
い
し
、金
属

の
筒
が
普
通
に
並

ん
で
い
る
だ
け
で

実
物
に
触
れ
ま
す
。

何
が
不
安
な
の
か

わ
か
ら
な
い
く
ら

い
で
す
。マ
ス
コ
ミ

が「
核
の
ゴ
ミ
」と
い
う
言
葉
を
使
う
の
で
、

そ
れ
に
過
剰
に
反
応
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
か
。

　「
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
施
設
が
で
き
て
い

な
い
か
ら
、
い
ず
れ
最
終
処
分
場
に
な
る
」

と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、六
ヶ
所
村
の
再
処

理
施
設
は
間
も
な
く
完
成
す
る
そ
う
で
す
。

上
関
の
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、最
終

処
分
場
に
な
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
見
て
説

明
を
聞
く
と
、
反

対
す
る
理
由
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。

　
施
設
は
構
造
的

に
頑
丈
に
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
し
、

例
え
キ
ャ
ス
ク
が
倒
れ
て
も
何
の
問
題
も

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
東

日
本
大
震
災
の
時
も
ま
っ
た
く
問
題
は
起

き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
国
に
貢
献
し
て

町
に
お
金
が
入
り
、
我
々
の
生
活
も
良
く

な
る
。
安
全
性
に
問
題
な
け
れ
ば
い
い
こ

と
ず
く
め
で
す
。

　
原
子
力
施
設
な
の
で
不
安
は
当
然
で
す
。

そ
ん
な
人
は
、
ぜ
ひ
実
物
を
見
に
行
っ
て

ほ
し
い
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
す
。

　
上
関
に
中
間
貯

蔵
施
設
の
話
が
持

ち
上
が
っ
て
以
降
、

自
分
な
り
に
勉
強

し
て
安
全
だ
と
い

う
こ
と
は
知
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回

の
視
察
で
、そ
れ
を
改
め
て
確
認
で
き
ま
し

た
。普
通
の
服
で
中
に
入
り
、キ
ャ
ス
ク
に

も
触
っ
て
み
ま
し
た
。体
温
よ
り
温
か
い
く

ら
い
で
何
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。国
や
町
、電

力
会
社
は
、安
全
性
に
つ
い
て
も
っ
と
多
く

の
人
に
説
明
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
現
地
周
辺
で
は
関
係
の
工
事
が
行
わ
れ

て
い
て
、と
て
も
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。地

元
に
対
す
る
経
済
効
果
は
大
き
い
と
思
う

の
で
、上
関
で
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

反
対
理
由
が
見
当
た
ら
な
い

地
元
へ
の
経
済
効
果
に
期
待

会
長

理
事

専
務
理
事

後 記

東
海
第
二
発
電
所 

視
察

東
海
第
二
発
電
所 

視
察

東海第二発電所 乾式貯蔵施設視察記
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